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ヤング図形は正方形の箱 (セル)を平面上に一定の仕方で並べたものにすぎないが、数学や物理

のさまざまな場面に顔を出す代物である。マルコフ連鎖とは枝分れを積み重ねてできるランダムな

現象のモデルである。この講義では、代数的な背景をもつヤング図形の現れ方に注目し、そのラン

ダムな成長や推移を取り扱う。枝分れの回数とヤング図形の箱数が非常に多い状況で、両者のバラ

ンスの結果として浮かび上がる巨視的な姿をとらえるのが、時空に関するスケーリング極限の方法

である。このような具体的な確率モデルを通して、表現論と確率論とが重なり合う漸近的表現論と

呼ばれる数学の一端を紹介する。代数、解析、確率の常識的な予備知識 (準同型、共役類、置換、べ

き級数、測度、確率、期待値あたり) のみで大丈夫なようにしたい。
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▶ 講義予定

§1. 講義の概観 §2. 準備 (Young図形になじむ)

§3. Young図形の表示, 連続図形 §4. キュムラント
§5. 指標公式, Kerov–Olshanski代数 §6. Plancherel成長過程 ↑ たぶんここまで
§7. Res-Ind連鎖 §8. Gaussゆらぎ ↓ 解析セミナーへ


